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一FORTRANCompiler(1)
穂 鷹 良 介
Compiler言語 と して最 も歴 史が古 く,ま た,使 用頻度 も多 いFORTRAN
につ いては,数 多 くの 著者が いろいろの 角度か ら,研 究成 果 を発表 してい
る。 しか しcompilerを作 る具体的 な方法については,計 算機 に依存す る面
が多か った り,あ ま りきれい ご とではす まないせい もあ ってか,細 部の点 ま
で公表 されてい る設計書に類 す る ものはす くない ようであ る。(勿 論各製作
者は そ のcompilerの設計書 な るものを 持 ってい るのに 違 いないのだが,
compilerの提 供を受けた ユ ーザ ーが,そ れを要求 した として も簡単には入
手出来 ない ものの よ うであ る。)
その ため,プ ログラ ミングの勉強 を して い る研 究 者 が,新 し く一 つ の
compilersystemを作 る際 には,プ ログラマ ー仲間で 口伝 えに され てい る よ
うな ことを土台 と して,各 自が工夫 を こ らして無手勝流 で始 め るとい うこと
に な りかねない。
本稿では,そ うい ったFORTRANcompilerの設計書に当 るものを主に以
下のPHASEIIIを 中心 に して述べ,新 しくシステムプ ログラムを作 ろ うと
している人の参考 に供 したい。
FoRTRANの 文 法 と しては[1](JIsFoRTRAN3000と略称す る)程
度 の ものを 考 えるが,完 全には 一致 してないか もしれ ない。 気付い た相違
点は箇条書に して 本 稿の最後 で 一括 して述 べ る。 計算機 と しては 小型の も
の を考え る。従 って特に内部 メモ リの不足がcompile方法に与 え る影響につ
い ては詳細に吟味す る。 記憶装置 と しては,バ イ ト単 位のvariablelength
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の内部 メモ リ(大体8Kバ イ ト以上)と 比 較的大容量 の補助記憶 装置(例 え
ぽDISKDRUM)を 有 してい るものを一応念頭 にお くが,compileの方法
自体は,他 の計算機 に もあては まることが多 いであ ろ う。
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1.ObjectProgram
objectprogramの設計方法 に も多様 な方法が 考え られ るが,本 稿では内
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部 メモ リが比較的小であ ることを勘案 して,次 の よ うな ものを考 え る。
(1)objectprogramは常駐subprogram,実行時各種 コソ トロール部分
を 除いてpage式に して,1pageに入 りき らない ようなobjectprogramは
sourceProgramに何の指定を書か な くて も,自 動的に次のpageに またが
る よ うにす る。 コソ トロールが複数pageに またが るとそれだけ計算時間は
長 くかか ることが予想 され るか ら,programmerが考えて,1pageを 効率
的に使 うために,指 定 に よって,新 しいpageに 切換 え ること も可能で あ る
よ うにす る。 なお,mainprogramより前 に置かれたsubprogramのみ を内
部 メモ リ常駐 とす る。
(2)入出力 コソ トロール ルt・一一チ ン,変 数 エ リア,定 数 エ リア,組 込み関
数,programmerの指定す る常駐 プログラム,objectprogram実行 コン ト
ロールル ーチ ソは常に内部 メモ リに滞在 させ る。
これ に対 して各種入 出力解 釈ル ーチ ン,浮 動小数点四則演算,巾 乗ル ーチ
ソ,Iogx,ex,FLOAT(x),IFIX(x),等の算術演算が必要 とす るSR(サ ブ
ル ーチ ソ)類,デ バ ッグル ーチ ンetc・は 内部 メモ リに 一 度に全部は入れ な
いで,実 行段階 を演算モ ー ド,入 出力モー ド,デ バ ッグモ ー ドにわけ,そ れ
ぞれの モー ドに合 った処理 プ ログラムを,そ のつ ど内部 メモ リに よみ こむ ご
,ととす る。勿論計算機の内部 メモ リに十分余 裕があ る場合 には,こ れ らの考
慮をす る必要は な く,す べ ての処理プ ログラムを実行段 階を通 じて内部 メモ
リに常駐 させ ておけば よい。
以上の考慮か ら,実 行 時の内部 メモ リの メモ リ割付 を考 え るな らぽ次 の図
の如 くな ろ う。
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IOCS:入 出 力 コ ソ トロ ー ル 部 分
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コ ソ トロ ー ル:pageの オ ー ・ミー レイ,SR間 のlinkコ ソ ト ロ ール 添 字 計
算 ル ー チ ソ等
1page:objectprogramのオ ー バ ー レイ エ リア
各 モ ー ド処 理 プ ロ グ ラ ム:演 算 処 理 プ ロ グ ラ ム,入 出 力 解 釈 ル ー チ ン,デ
バ ッグ ル ー チ ン等 の オ ー バ ー レイ エ リア
常 駐 エ リア:こ の 部 分 はCOMMONエ リア,常 駐 サ ブ プ ロ グ ラ ム エ リ ア,
定 数 エ リ ア,変 数 エ リア の た め に 使 わ れ る。
2.Compiler概 説
2.1.Compiling方法 の決定
1.で述べた よ うにobjectprogramの仕様が定 まれぽ,次 に これを実 現す
るcompilerをいかに設計す るか とい うことにな る。
この種 の計算機のcompilerを設計す るにあた って 考 えねば な らぬ ことが
す くな くとも二 つあ る。
その1は,処 理 プ ログ ラムの分割 についてであ る。 内部 メモ リがあ ま り大
き くない場合,ま たはか な り大 きい として も,内 部 にお く 七able等を大 き く
とったため処理 プ ログラムの入 るスペ ースが,実 際上小 さ くなった よ うな場
合には,必 然的に一時 に内部 メモ リに入 る処理 プ ログラムの大 きさは制 限 さ,
れ て しま うか ら,プ ログ ラムを機能 的に まとまった単位 ごとに分割す る必要
が出て来 る。 これを どの機能別に どの位 の大 き さに分割す るか とい うことが
一 つの問題で,こ れ は次 の問題 と も密接 にか らんで くる。
そ の2はcompilerがsourceprogramない しは,順 次変 形 されたsource
programを何 回scanす るか とい うことであ る。 つ ま りPASSの 回数で あ
る。 当 然の ことなが ら,各PASSご とに どの よ うにsourceprogramを変
形 してい くか とい うことも第1の 問題 とか らみ合わせて ここで決定 されねば
な らない問題 であ る。
PASSの回数 を極端にす くな くして,例 えぽ1回 とす る(1PASS方 式)
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と,sourceprogramをよん だ 時 点 で,何 か ら何 まで の操 作 を や らね ば な ら
ず,当 然 の こ と な が ら,一 回 目のPASSで はcompilerにと っ て 未 知 の 情 報
は,あ とで 適 当 に 埋 め こむ こ とが 出 来 る よ うな 状 態(い わ ゆ る芋 づ る操 作 の
出 来 る状 態)に して,一 旦objectprogramを出 力 しな くて は な らな い 。
また,こ の 方 式 で は,sources七atementの現 わ れ 方 に よ っ て,そ の つ ど,
対 応 す る処 理 プ ログ ラ ム を オ ー バ ー レイ させ て 内 部 メ モ リに よみ こ ま な くて
は な ら な い の で,補 助 記 憶 装 置 の 速 度 が 遅 い とcompile速度 が 遅 くな る可
能 性 が あ る。
これ に 対 してPASSの 回 教 を ふ や す こ とはPASSご とに 変 形 し て い く
中 間 結 果 の 仕 様 を 入 念 に設 計 しな くて は な らず,処 理 プ ロ グ ラ ム の オ ー バ ー
レイ はIPASS方 式 に 比 べ て,す くな くす ん で も1回 のPASSに 要 す る処
理 時 間 が か さむ か ら,PASSの 回 数 も あ ま り多 く出 来 な い 。
以 上 の よ うな 観 点 か ら,こ れ らの 中 間 を と っ て,次 の よ うなcompile方法
に つ い て 考 え る。
PASS回 数 は3回 とす る。
第1回 のPASSで はsourceprogramを入 力 装 置 よ り読 み と り,statement
の 種 類 を判 別 して,分 類 番 号 を つ け て 補 助 記 憶 装 置 に 格 納 す る。 同 時 に 指 定
に 基 い て,sourceprogramのlis七ing(製表)も 行 な う。
第2回 のPASSで は,こ の 第1回 のPASS後 の 分 類 番 号 つ きのsource
Programをよみ と り,各statementを シ ラ ブ ル に 分 解 し て,再 び 補 助 記 憶
装 置 に 格 納 す る。 この 段 階 で は 変 数,定 数 の 割 付 を 完 了 し,文 関 数,sub-
programに関 す る メ モ リ割 付 も 行 な う。 従 っ て,各 変 数 のnametable,
subProgramtable,定数tableが 用 意 され,使 用 され る。
第3回 のPASSで は,第2回 のPASS後 の シ ラ ブ ル 分 解 の 結 果 と,sub-
program表を 使 いobjectprogramのcodegenerationを行 な う。 こ の 段
階 で は 更 に ス テ ー トメ ソ トナ ソバ ー の 処 理 を 行 な うた めstatementnumber
tableが用 意 され,使 用 され る。
一64一 商 学 討 究 第19巻第1号
これ らの 第1,2,3回 のPASSと そ れ に 伴 な う処 理 を そ れ ぞ れPHASEI,
II・IIIとよぶ こ とに し よ う。
compileはこれ らのPHASEを 各 プ ロ グ ラ ム ご とに く りか え して行 な う こ
とに よ っ て な され る。
2.2.各 種table
以上 の よ うなcompiling方法 を 採 用 す る ときに 用 意 しな くてはな らない
tableにつ いて述べ る。 これ らの中味 は当然3.以 下の各PHASEの 検討の
結果 きめ られ る ものではあ るが,各PHASEを 通 じて使われ るtableもあ
るので,一 括 して ここでその概要 を述べ る。
2.2.1.NameTable
nametableは 次 のelementよ り成 る 。
name D PS ad L LM LMN
name:6バ イ ト 変 教 名(配 列 名 も含 む)の 名 前
Dlバ イ ト こ の1elementの 長 さ
P・ ÷バイ ト 各bitに次の鰍 をもたす
23,22bit:変数 の 次 元 をsetす る
21bit:引 数 の と き1そ れ 以 外 の と き0
20bit:使 用 せ ず
s・ 告・・イ ト 各 ピ・ト歌 の鰍 を もたす
23ピ ッ ト:nameの メ モ リ割 付 が 完 了 し た と き1
22ピッ ト:nameが 用 い られ た と き1
21ピ ッ ト:nameがEQUIVALENCE宣 言 で 用 い られ た 時1
20ビ ッ ト:nameがCOMMON宣 言 で 用 い られ た 時1
上 の 条 件 が 満 た され な い と き に は,各 ピ ッ トは0とsetさ れ て い る。
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ad:2バ イ ト こ のnameに 対 す る基 準 番 地 をsetす る。
基 準 番 地 は 次 の よ うに 定 め られ る。
単 純 変 教 また はFUNCTIONnameの と きad=単 純 に 割 付 け られ た番 地 。
1次 元 の 配 列 名 の と きad・=1(a1)-1
2次 元 の 配 列 名 の と きad-1(all)-L-1
3次 元 の 配 列 名 の と きad=・1(a、1、)-LM-L-1
但 しa、 は1次 元 配 列 の 第1element,a、1all、に つ い て も同 様 とす る。
1(a・)はa1に割 付 け られ た 番 地 を示 す 。1(a"),1(a、、1)につ い て も同 様 と
す る。
L:2バ イ ト 第1添 字 の寸法 の大 き さ
LM:2バ イ ト 第1添 字 の寸法 の大 きさ と第2添 字 のそれ との積
LMN:2ノ ミイ ト 第1,2,3添 字の寸法の大 きさの積
な お この 表 はDpartで 示 す 通 り,1elementの大 き さが 可 変 長 で,例 え
ば,nameが は じめ か ら単 純 変 数 と い う こ とが 判 っ て い る よ うな と き に は,
L,LM,LMNpartが な い 形 で,nametableを 構 成 す る。
nametableはプ ログ ラ ム ご とに 独 立 して い る も の で あ る か ら,各 プ ロ グ
ラ ム ご と にPHASEIIの は じめ に 新 規 に 作 られ る。 そ の 結 果 はPHASEIII
の 終 り まで 保 持 され るが,そ れ はlistin9に使 用 す る だ け で,PHASEIIIで
こ のtable内容 を 直 接 参 照 す る こ とは な い 。nametableの情 報 で,PHASE
IIIのcompileのた め に 必 要 な 部 分 は す べ てPHASEIIの シ ラ ブル 分 解 の
際 に 盛 り こ ま れ る。
2.2.2.StatementNumberTable
tableのelementは 次 のbitpatternを 持 つ 。
ヨ ∴ 瓢 「
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n:3パ イ ト ス テ ー トメ ソ トナ シ バ をsetす る 。
q・t・・イ ト 各bitに 次 の鰍 を持たす・
23bit:入 出 力 命 令 に 関 す るstatementnumberの 時1。
22bit:こ のstatementnumberの 使 用 をi禁止 す る と き1,こ のbitを
禁 止bitと い う。
21,20bit:使用 せ ず 。
P・1遷 ・ミイ ト ・・mpil・中 に2通 りの 使 い 方 が な され る・
(A)statementnumberの位 置 が 確 定 した と き,そ の 確 定 し たpage数
をsetす る。
(B)statementnumberの位 置 が 未 確 定 の ま ま 使 用 され た 場 合 に は,こ
のstatementnumberを使 用 し た 最 後 のstatementの位 置 をobject
ProgramのPage数 で か く。(こ の 部 分 はad部 分 と あ わ せ て 芋 づ る情 報 を
な す 。)は じめ て 使 用 され た と き は0の 値 が 入 る。
ad:2バ イ トcompile中 に2通 りの 使 い 方 が な され る。
㈲statementnumberの 位 置 が 確 定 した と き,そ の 確 定 したaddress
をsetす る。
(B)statementnumberの位 置 が 未 確 定 の ま ま使 用 され た と きに は,は
じ め て 使 用 さ れ た 時 に は0の 値,さ も な け れ ば 最 後 に こ のstatement
numberを 使 用 したstatementのobjectprogramのaddressをsetす
る。
x:lbitadpartの 左 端 の1bitを 使 用 す る。
statemantnumberの位 置 が 確 定 した と き0,未 確 定 の と き は1。
statementnumbertableもnametable同様 プ ロ グ ラ ム ご とに 独 立 して
い る もの で あ るか ら,各 プ ロ グ ラ ム ご と にPHASEIIIの は じめ に 新 規 に 作
られ る 。 そ の 使 い 方 等 に つ い て は 更 に5.4.で 述 べ る。
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2.2.3.DoTable
Dotableのelementは 次 のbitpatternを 持 つ 。
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n r P ad 10C 1 m2 m,1
)
これ はFORTRANのsourcestatement
DO血1・ ・M1,M2,M3
(但しM3が ない ときはM3=1が あった もの とみなす)に 対応 して作 られ る
ものであ る。
n:3バ イ トstatementnumber
r:1バ イ トDOのnestの 深 さ
P:2・ ミイ トDOのterminalstatemn七 終 了 後100pを 形 成 す る た め に
コ ソ ト ロ ー ル を 戻 す 戻 り先 のobjectProgramのpage数 。
ad:2・ ミイ ト 同 上address
loc:2・ミイ ト こ のDOの 処 理 を 行 な う 時 点 で のstatementnumber
tableの10cationcounter
I:2バ イ トDOの 制 御 変 数1に 割 付 け られ たaddress,引数 の と き に は
左 端 のlbitが1にsetさ れ る。
m・:2・ ミイ トDOの 終 値parameterに割 付 け られ たaddress,引数 の と
き に は 左 端 の1bitが1にsetさ れ る。
m:2バ イ トDOの 増 分parameterに割 付 け られ たaddress,引数 の と
き に は 左 端 の1bitが1にsetさ れ る。
o
DOtableも プ ログ ラ ム ご とに 新 規 に 作 られ る。 使 い 方 等 は5.4.コ ソ ト
ロ ー ル ス テ ー トメ ソ トの 項 で 述 べ る。
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2.2.4.SubprogramTable
subprogram七ableの1elementは 次 のbitpatternを 持 つ 。
name n・Spiad・ P ad1
name:6バ イ トsubprogramの 名 前 をsetす る。.
np:1パ イ トsubProgramの 引 数 の 個 数 。
Sp:1・ ミイ ト 各bitに 次 の 意 味 を も た す 。
27:subprogramが組 込 み 関 数COSの 時1
26:subprogramがPHASEII段 階 で 定 義 され た 時1
2s:subroutineの時1
24:ステ ー トメ ソ ト関 数 の 時1
23:組込 み 関 数 の 時1
22:外部 手 続 で 内 部 メ モ リに 常 駐 す る時1
21:使用 され た 時1
20:tableの内 容 が す べ て 確 定 した 時1
上 の 条 件 が 成 立 して い な い 時,各bitは0にsetさ れ て い る 。
ad3:2バ イ ト こ のsubprogramに割 付 け られ たaddress
p:2バ イ トcompile中 に2通 りの 使 い 方 が な され る。
㈲ このsubprogramに関 す るす べ て の 情 報 が 確 定 した と き。
こ のsubprogramのobjectprogramのぺPtジ数 。 一
(B)こ のsubprogramの情 報 が 未 確 定 の ま ま使 用 され た と き。
こ のsubprogramがは じめ て 使 用 さ れ た 時 に は0の 値,さ も な け れ ぽ 最 後
に こ のsubprogramを使 用 したstatementのobjectprogramのぺ ・…一ジ数
をsetす る。
ad:2バ イ トcomPile中 に2通 りの 使 用 が な され る。pと 同 様 で あ るが
pageの代 りにaddressがsetさ れ る。
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subprogramtab!eは1JoBを通 じて プ ロ グ ラ ム ご とにclearさ れ る こ
と な く使 わ れ る。 な お,4.3.参 照 の こ と。
2.2.5.定 数Table
定 数tab!eのelementは定 数1個 で,1語(FORTRANで 扱 う数 値 の 単
位,6・ ミイ ト位 が 適 当 で あ る 。)よ り成 る。 こ のtableはcompile時(PHASE
II)に作 られ た も の が,実 行 時 に そ の ま ま用 い られ る。
2。3.各 種 カ ウ ン タ,Indicator類
compileを行 な うに は 各 種 の カ ウ ン タを 設 け る必 要 が あ る が,カ ウ ソ タ は
indicatorと並 ん で,も っ と もsystemのbu9に な りや す い もの で あ る か
ら,そ の 取 扱 い は 慎 重 を 要 す る。
variablelengthの機 械 で,(し か もindexregisterがな い よ うな 場 合 は 特
に)あ る位 置 を 表 示 す る カ ウ ソ タは,そ の 取 扱 い 方 法 を 次 の よ うに 統 一 し て
お く と間 違 い を 防 止 す る上 に 役 立 つ 。
〈 カ ウ ン タの 原 則>lowlocationか らhighlocationに向 っ て カ ウ ン タ
が ふ え る よ うな 使 い 方 を す る と き に は,使 い 終 っ た 状 態 で は 常 に カ ウ ソ タ の
値 が,次 の 位 置 を 指 して い る も の とす る 。
逆 にhighlocationからlowloca七ionに向 っ て カ ウ ソ タの 内 容 が へ る よ
うな 使 い 方 を す る時 に は,カ ウ ン タの 内 容 は 使 い 終 っ た 状 態 で,処 理 し終 っ
た 情 報 の 一 番 低 いlocationの位 置 を 指 して い る もの とす る。
JOBを 通 じて 必 要 と思 わ れ る カ ウ ソ タ,indicatorは次 の 通 りで あ る。
AERR:sourceprogramにエ ラ ーが あ っ た と き20bitを1にsetす る。
こ のbitがONの と き はexecutionに入 ら な い 。
AWC2:0bjectprogramを格 納 しは じめ る補 助 記 憶 装 置 の 位 置 。 この 内
容 はJOBが 終 っ た 所 で,補 助 記 憶 装 置 内 のobjectprogramをこわ
し た くな い 時 に は,適 当 にraiseされ る。
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AVIX:変 数 を 割 付 け る た め に 使 う。
AMIX:COMMONエ リ』ア,常 駐subprogramの割 付 に 用 い る 。
AREG:objectprogramのmainprogram第1ペ ー ジ の ペ ー ジ数o
SYPC:compile中の プ ログ ラ ムが 内 部 メ モ リに 常 駐 す べ き もの か 否 か を
示 すindicator。
ANAM:nametableの カ ウ ン タ。
APID:objectprogramのペ ー ジ 数 の カ ウ ソ タ。
ACON:定 数tableの カ ウ ン タo
ASUB:subprogramtableの カ ウ ン タ 。
3.PHASEI(注)
PHASEIで はsourceprogramを入 力 し,指 定 に 応 じ てlistingを行 な
い,statementの種 類 を 判 別 す る。sourceProgramにはstatementの種 類
を 現 わ す 番 号 を つ け て,一一旦 補 助 記 憶 装 置 に 出 力 す る。
な お,こ のPHASEで はJOBの 初 期 化 を あ らか じめ 行 な わ な け れ ば な ら
な い 。objectprogramの頭 に は,実 行 段 階 で 使 用 す る 各 種 のSR類,初 期
化 ル ー チ ソを つ け る もの と し,そ れ らをobjectcodegenerationに先 立 っ
て こ のPHASEで 行 な う。
こ のPHASEの 主 目的 はFORTRANstatementの 分 類 で あ るが,こ の
作 業 はFORTRANにCOBOLで い う と こ ろ のreservedwordsの約 束 が な
い た め に い ろ い ろ と面 倒 な 手 続 き を ふ む 必 要 が あ る。
statementを分 類 す る 方 法 を 考 え る前 に 分 類 の 際 救 わ ね ば な らぬ 特 殊 ケ ー
ス を 若 干 あ げ て み る。
例1GOTO10=1
は 数 式 で あ る。
(注)FORTRANstatemen七の分類 に関 しては北大 工学部助教 授栃 内香 次氏 に貴
重 な経験 を きかせ ていただい た。
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例2GOTO(10,20)==1
はGOTOと い うnameが す で に 配 列 の 中 に み つ か れ ば,添 字 の 計 算 を す
る 数 式 で あ る。
例3READ(5,10)==1
これ もREADと い うnameが 配列 の中にあれぽ添字 の計算をす る数式 であ
る。
例4DO301==・1,15
は 普 通 のDOstatementで あ る が
例5DO301=・1.15
は 数 式 で あ っ て,DO301と い う変 数 に1.15と い う値 を 代 入 す る 操 作 を 表 わ
す 。FORTRANで はFORMATstatementのHollerith表示 以 外 に お い
て は ブ ラ ン ク を 無 視 しな くて は な らな い の で こ ん な 面 倒 が 起 き る。
例6FORMAT(12,H8)=(12十H8)
はス テー トメ ン ト関数であ るか らPHASEIで は 数 式 に 分類すべ きであ る
が,
例7FORMAT(12,8H)=(12十H8)
はFORMATstatementと して 分 類 しな くて は な ら な い 。
これ らの例 の考察か らも判 る通 り,分 類で まず第1に 考 えねば な らぬ こと
は数式 の分離であ る。 従 ってstatementの分類方法 としては 大体次の手続
きを行 な うのが よか ろ う。
(1)sourceProgramの7カラ ム よ り ブ ラ ン クは よみ す て て 一 字 ず つ 読 み
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とる。 まず 一か否かを判定 し,一 な らぽDOの 判定② に行 く。(な らば(3)
へ行 く。
変数 名は6文 字 を こえる ことがないか ら,こ の操 作が6回 を超えた ときに
は,6文 字 を超 えるFORTRANのkeywordで あるとみ な して ブラ ンク
を とってつ めたkeywordをsetし て分類番号決定(6)に行 く。
6文 字 を こえ ぬ 内 にlstatementの終 りになった ときには これ もkey
wordとみな して分類番号決定(6)に行 く。
② 〈DOの 分離〉 一字ずつ ブラ ソクを よみす てて,よ み とる。 まず カ
ンマ`,'か否かを判定 し一致な らぽDOstatementとす る。次 に(か 否か
を判 定 し一致な らば,数 式 とす る。 いずれ も現わ れない内 にstatementの
終 りとなれ ぽ数式 とす る。
なおDO10001・・1,10とい うDOstatementは,この段階では分離 さ
れず,分 類 番号 決定⑥で 決定 され る。
(3)いままで ブランクをつ めて よんだ6文 字 がFORMATな らぽ(4>に行
く。
一字ずつ よんでい って,途 中でstatementの終 りとなれば(6)へ行 く。途
中で 一が現われれば数式 とみ なす。
(4)Hollerithindicatorを設 け る。 一 字 よ み と り,こ れ が 数 値 な ら ば
indicatorをONにし,さ もな くばOFFの 状 態 に す る。/な らばFORMAT
statementとす る 。
(5)一字 ず つ よみ と り,カ ッ コ'(})t)',カソ マ`∴ な らば(4)に行 く。 一
な らば 数 式 と し,1statementが 終 了 した と き に はFORMATと み な す 。
ス ラ ン ト`/'な らばFORMATと しHが 現 わ れ た と きHollerithindicator
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がONで あればFORMATと す る。数 字 以 外 の 文 字 で あ れ ぽHollerith
indicatorをOFFにして この手続 き(5)を続け る。
(6)keywordをtableの 中 か ら さが し,分 類 番 号 を 決 定 す る 。
(6)でtableをsearchする 際 に は
IF(A)10,20,30
と
IFACCUMULATOROVERFLOW10,20
等 とを混 同 しない よ うに 前 者 に は(を つけ た ままの形 でkeywordtable
の内容 と比較す る等の工夫が必要で あろ う。
な おstatement関数 は 以 上 の 方 法 で は 数 式 に 分 類 さ れ る が,こ の 識 別 は
PHASEIIで 行 な う。
上 の 分 類 手 続 き 中(4),(5)は要 す る にFORMAT(と 始 ま るstatement
が 数 式 か 否 か を 判 別 して い る 部 分 で あ る 。JlsFoRTRAN3000[1コ で は
FORMATstatementは次 の 形 を して い る も の と して い る。
FORMAT(q1七1z且t2z2_七nznq2)
但 し
(qitlZIt2Z2…tnZnqz)
は 書 式 仕 様 で
qtとq2と は い くつ か の 斜 線 ま た は 空
tl,…,t.は い ず れ も欄 記 述 子 か 欄 記 述 群
Z1,…,Z、、は い ず れ も欄 区 切 りで あ る。
この 説 明 か らみ る 限 り
FORMAT(3×5HA)=(B)
な るstatementは正 しいFORMATstatementで は な い よ うに 思 わ れ る 。
しか る に 同 じ よ うな 文 法 規 則 をFORMATstatementに つ い て 述 べ て い
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る[2]p.33に お い て
FORMAT(IHb,3×5HABCDE,F7.31)
とい う例 が あ げ られ て い る し,ま た[3コP.83に お い て は 『nxやnHh、h2
…h。 で 記 述 され るfieldのあ とな ど,ま ぎ らわ し くな い と き は コ ンvは な
くて も よ い が,書 い て も よい 』 とあ る。 わ れ わ れ の 上 で 述 べ た 方 法 で は(5)で
区 切 り符 号 を 検 出 して(4)に戻 りそ こでHollerithindicatorが適 当 にsetさ
れ る の だ が,上 の よ うな 例 題 は,区 切 り符 号 が な い た め 数 式 と分 類 さ れ,
数 式 のcompileに 入 っ て か ら,エ ラe-・・と み な さ れ る こ と に な ろ う。 従 っ て
HARPに お け る よ うに,上 の 例 題 をFORMATと す る た め に は,(5)で 「H
ま た はXが 現 わ れ た と きHollerithindicatorがONであ れ ばFORMAT
とす る 」 よ うに 変 更 す れ ば よい で あ ろ う。JlsFoRTRAN3000,あ る い は
HARP文 法 か ら考 え て 上 の よ うな ケ ー ス は 文 法 違 反 で あ る と,筆 者 に は 自
信 を も っ て 断 言 す る こ とが 出 来 な い が,も し文 法 違 反 で あ る とす れ ぽ,上 の
よ うなstatementが数 式 の 書 き 方 の エ ラ ーで あ る とcompilerにい わ れ て
も致 し方 な い で あ ろ う。 も っ と も こ うい う ケ ■一・一ス こそ[3コ で い う と こ ろ の
ま ぎ らわ しい と き で あ る こ とに は 違 い な い 。
● ● ● ● ● ●o●
参 考 文 献
[1]日 本電子工業振興 協会 日本工 業規格原案 電 子計算機 プ ログ ラム用言語
FORTRAN3000昭 和41年10月
[2]日 立製作所HITAC5020,5020E/FFORTRAN(HARp)5020-3_
005-02
[3]森 口 繁 一FORTRANIV入 門 東京大学 出版 会1965年
